



The Sprint Ability of Undergraduate Students Majoring 
































































男子学生 (n=69) 7.08±0.44s 7.17±0.42s 7.21±0.41s
女子学生 (n=212) 8.64±0.62s 8.77±0.67s 8.86±1.01s














































得点 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1






















































































































































男子学生 7名（17.1％） 23名（56.1％） 7名（17.1％） 4名（9.7％） 41名





































































自己満足度 １不満 ２やや不満 ３どちらともいえない ４やや満足 ５満足
男子学生
平 均 値 7.48±0.23s 7.25±0.34s 7.14±0.41s 7.13±0.38s 6.78±0.12s
相当得点 6 6 7 7 9
女子学生
平 均 値 9.70±0.20s 9.20±0.56s 9.12±0.50s 8.71±0.48s 8.86±0.58s



























































男子学生（n ＝48） 女子学生（n ＝106） 全体（n ＝154）
第一因子「身体的有能さの認知」 10.18±3.97点 11.02±3.67点 10.78±3.80点
第二因子「統制感」 15.68±2.74点 15.43±3.20点 15.50±3.10点
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